
キリトリ 

三井住友銀行 高田馬場支店  

(普)４７６８６４５ 

ゴウドウガイシャ エツレヴ 

氏名                                             ●受講料お支払予定日      月     日  

住所〒                                                                              
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□受講生クラス名         （   曜日）  □一般 どこで学びましたか？                                      
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講 師  Marco
マ ル コ

 Sbaragli
ス バ ラ ッ リ

（リンガビーバ・イタリア語教室講師）、Andrea
ア ン ド レ ア

 Sbaragli
ス バ ラ ッ リ

    

日 時    2023 年 3 月 18 日, 25 日 (土曜) 17 時 10 分-19 時 20 分 〔全 2 回・4 時間〕 
レベル   上級・最上級  *イタリア語による授業   [オンライン授業(Zoom)] 

受講料  9,400円（教材費込）   教材 プリント配布 
定 員   20名  最少開講人数 4名 
申込締切 3 月 10 日（金） 

【申込方法】 

申込書に必要事項をご記入のうえ、リンガビーバ・イタリア語教室にご提出下さい。    
申込書のご提出と同時に、受講料を銀行振込か事務室にてお支払い下さい。 
一旦納入された受講料は返金いたしません。あらかじめご了承下さい。 
所定人数(４名)に満たない場合は開講致しません。その場合は受講料を返金いたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

La storia del cinema italiano 
…in pillole 

イタリア映画史散歩 

2023 年 3 月 

キリトリ 

【振込先】 

特別 
講座 

本セミナーはオンラインで授業を行うため、
開講前にパソコンやタブレットに Zoom ア
プリをダウンロードして頂く必要があります。
Wifi 環境でのご受講を推奨しております。 
 

■オンライン授業■ 

2023 年 3 月 18・25 日（土曜）「エンニオ·モリコーネと映画音楽の発明」 

特別講座「イタリア映画史散歩」申込書 

フリガナ 

*原則として教材（PDF データ）は開講前に講師よりメールでお送り致します。 

●郵送によるお受け取りの場合、送料実費（レターパックライト代 370 円）をご負担頂きます。 

 

教材（プリント）の事前配布について 

*□郵送（有料） □メール〔PDF〕（無料） 
 

☑ご希望の受け取り方法をお選び下さい。↓ 
 
 
 

エンニオ·モリコーネと映画音楽の発明                   
 

※但し定員に達した時点で締め切らせて頂きます。 
 締切日以降、定員に余裕がある場合は受付いたします。 

リンガビーバ・イタリア語教室 TEL 03-3208-5446  FAX 03-3208-9703 

E-mail：linguaviva@ellevu.jp  URL：www/linguaviva.info/   レベルや内容などお気軽にお問い合わせ下さい。 

 

 

《お申し込み・お問い合わせ先》 

Ennio Morricone e l’invenzione della musica da film 
    

今回のテーマは2020年に亡くなった、偉大な作曲家であり編曲家エンニオ・モリコーネです。            
長い音楽人生の中で500曲以上に及ぶ映画やTVシリーズの楽曲を手がけ、映画音楽の分野に革新をもた
らし、数々の傑作を残しました。その名曲は映画と一体となって世界中のシネマファンの心に刻まれています。
彼の曲作りは西部劇や著名な監督の作品以外にも多岐にわたり、膨大な作品数で影響を与え続けた作曲
家の一人であり、特に国内では60年代前半、軽音楽に画期的ともいえる自由な発想を持ち込みました。 
初回の授業は講師マルコが映画という視点から、より深いモリコーネの作品世界へと誘います。          
第2回は現代音楽のエキスパートである講師の弟アンドレア・スバラッリ氏が音楽的側面から考察します。 
                                              
 

 
 

《講座内容》 


